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概要

• 六壬神課とは

• 中級官僚としての安部晴明

• 晴明の子孫

• 六壬による射覆

• @niftyでの射覆



2004/11/03 易学大講演会（湯島聖堂） 3

軍事技術である三式の一つ

• 太乙神数（天時）

– 国家の盛衰を読み取り戦略決定

• 奇門遁甲（地利）

– 攻防の利不利を読み取り戦術決定

• 六壬神課（人和）

– 司令官の人選

– 外交交渉の駆け引き

– 奇門遁甲と重なる領域（天三門、地四戸、etc）
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式盤の特徴

• 太乙神数
– 16方位盤：十二支＋四隅

– 四隅：艮（北東）、巽（南東）、坤（南西）、乾（北西）
• 北東＝鬼門、南東＝地戸、南西＝人門、北西＝天門

• 奇門遁甲
– 8方位盤：四正＋四隅

– 四正：震（東）、離（南）、兌（西）、坎（北）

• 六壬神課
– 12方位盤：十二支
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術としての特徴

• ホラリー＋干支術

– サインとハウスのみの簡易
なホロスコープ作成
（六壬天地盤）

– 干支による吉凶象意

• 六壬黄道十二宮神と十二
天将による詳細な象

• 課体による吉凶判断
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北斗柄
ノート
月将とは太陽星座
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六壬式盤

• 天地盤作成器

– 回転する天盤

• 天円地方

– 丸い天盤

– 四角い地盤

• 楓天棗地

– 天盤：楓人

– 地盤：雷撃棗

北斗柄
ノート
式盤とは簡易ホロスコープである天地盤を作成するための器具
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式盤の詳細

• 天盤

– 中央：北斗七星

– 第1層：十二天将

– 第2層：六壬黄道十二宮

– 第3層：十二支と十干

– 第4層（最外）：二十八宿

• 地盤
– 第1層：十干

– 第2層：十二支

– 第3層：空欄

– 第4層（最外）：

二十八宿

– 四正と四隅
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六壬黄道十二宮
• 春分点を基点とした古代中国の黄道十二宮
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北斗柄
ノート
六壬の黄道十二宮は春分点を起点にしており、西洋占星術の黄道十二宮と一致している。太陽が位置する宮を月将と呼ぶ。

北斗柄
テキスト注釈
ここで古代といっているのは漢から唐にかけて。

北斗柄
テキスト注釈
徴明は現代では登明となっている。これは宋仁宗の諱「禎」と「徴」が通音であったために書き換えられた結果。日本人としては古式にのっとりたい。

北斗柄
テキスト注釈
太衝には大衝、太冲といった表記がある。

北斗柄
テキスト注釈
「天罡」は「罡」がJIS第１、第２水準ともにないため、以降しばしば「天剛」を使用する。これは「五行大義」で使用されている表記である。

北斗柄
テキスト注釈
太乙には太一、泰乙といった表記がある。
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六壬天地盤(2004/11/03 14:00)
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• 指斗法

• 天馬

– 太衝

– 破軍の剣先

• 亭々白姦

– 神后＝亭々

– 白姦→午

• 天三門

– 太衝、従魁、小吉
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六壬課式(2004/11/03 14:00)
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六壬の歴史

• 起源はおそらく2000年くらい前

– 昴宿＝金牛宮（従魁：酉）であった時期

• 693年、百済僧観勒による正式な招来

• 陰陽師の必修科目

• 晴明以後、安部家の家伝化(占事略决)
– 江戸期には失伝

• 阿部泰山による紹介→泰山の六壬は師伝

• 昭和40年頃に簡易六壬招来（張耀文）
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陰陽頭 陰陽助 陰陽允 陰陽属（大小）

陰陽博士

天文博士

暦博士

漏刻博士

陰陽師

事務官

技官

従五位

七位止まり

技官はトップに立てない

国家公務員としての陰陽師

• 陰陽寮の構成
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陰陽寮の枠を
超えた破格の
昇進

晴明公の官位

• 陰陽寮での地位

– 天文博士

• 昇進過程

1. 大膳太夫

2. 左京権太夫

3. 穀倉院別当

4. 播磨守（従四位）
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陰陽寮の仕事

• 暦の作成

– 年間行事のスケジュール作成

• 時刻の管理

• 変事などに対して朝廷からの諮問に答える

– 回答は勘文（かんもん）とよばれる

• 呪術の式次第作成、儀式の執行

• etc
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陰陽寮における資料の管理

• 暦作成は天皇の大権

• 占書、暦注は原則として私蔵禁止

–七曜暦も国家管理の対象

–三式（太乙、遁甲、六壬)中で、六壬のみが
私蔵許可対象

晴明が「占事略决」を残すことができた
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晴明と信太明神

• 晴明と信太明神の深いつながり

– 葛の葉伝説（芦屋道満大内鑑）

– 大阪府和泉市葛の葉町「信太森葛葉稲荷神社」

• 晴明常陸の国出身説

– 晴明は実は平氏

• 平将門と縁戚

– 八幡薮不知＝信太森
• JR総武線の本八幡駅から徒歩5分

http://d.hatena.ne.jp/hokuto-hei/20040221

http://d.hatena.ne.jp/hokuto-hei/20040221
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晴明の子孫
晴明

吉昌 吉平

成親

国成

奉親 章親 時親平算円弼

兼吉 成親 国随 有行

泰長

泰親 政文

泰明 泰忠 親長 泰成 泰茂 業俊 季広

泰忠

親貞 泰盛 泰俊 忠光 貞光

維弘

泰統

晴道

時晴

晴光

かなり省略あり。
村山修一「日本陰陽道史総説」
(ISBN4-8273-1057-2)による。
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晴明以後

• 加茂家断絶後、暦道と天文道を掌握

• 陰陽頭を輩出

• 土御門神道

– 越前名田庄
• 加賀藩前田家に安部泰統書写（1227年?）の「占事略

决」が伝わる。（現、前田尊経閣文庫所蔵）延宝八年
（1680年）までは安部泰富の手元にあった。

• 暦会館（安部家に関わる事物の展示）

北斗柄
テキスト注釈
安部泰統書写の占事略决奥書には「貞応六年」とあるが貞応は３年までしかない。安部泰富の奥書は江戸時代。前田家に伝わった由来は今のところ不明。
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晴光にまつわる伝説

• 岩手県の民話「たらの木の言葉」
– 真夜中に東北からの風にのってくる黄色い粉

– 晴光「都の東北の方角にある松の木の祟り。黄
色い粉は松の木の花粉。木を探し出して倒すべ
き。」

• 『愚管抄』巻六
– 三星合の天変、慈円僧正の修法で三星合は消え
るが、摂政良経が急死

– 天文博士安倍晴光「三星合が後鳥羽院を良経と
取り替えたのだ。」
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射覆の重要性

• 占術システムの完成度を示す指標

• 術を錬る上での必須アイテム

–術者の占機を捉える能力

–卦／課を読む力の修練

☆特に「どのような」である「象」
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六壬における一般的な射覆

• 出題時刻による立課

• 日干支の上神が目標（使用目的）
– 陽日：日干上神

– 陰日：日支上神

• 発用（初伝）が事物

• 五行の旺相
– 有用無用・新旧時期・物類・多少有無・左右・etc.
– 色・形状

• 神将の類神

北斗柄
テキスト注釈
発用の孟仲季から形状を判断することもある。
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正治二年九月七日射覆大会

• 西暦1200年
• 主催：後鳥羽上皇

• 覆物：亀型の硯

• 趣旨：在宣以降、射覆をやることもなくなった。射覆
を後代に残したい

• 参加者：賀茂？在宣、安部資元、安部泰忠、安部晴
光、他（８名）

• 当り：安部晴光（権陰陽権博士）

– 光沢があり亀の形をした水器である。
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正治ニ年九月七日申刻の課式
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晴光の推理

• 紙か絹布に関わるもの
– 陽日干上神が太衝（卯）

• 印鑑ではない
– 発用が河魁（戌）で印鑑のようだが、

鋳印格ではない

• 光沢がある
– 発用の天将が六合

• 水器である
– 発用河魁は入れ物。末伝神后は水神

• 亀の形である
– 中伝が太乙（巳）なので長虫の類。末

伝神后は北方で玄武の亀である。
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晴光の射覆技法

• 一般的な射覆の技法

• 課体の象意

– 鋳印格：巳火で戌金を熔かして卯の木型に鋳込
む象（太乙・河魁・太衝の順で三伝）

– 河魁・太衝・神后は鋳印格に似て異なる

• 発用に次いで末伝の象を用いる

• 中伝の象を加味

– 中伝・末伝も使用する
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@niftyでの射覆

• 2001/02/09 01:12 出題

• 出題文（抜粋）

– 今パソコンの横に或る物体があります。

– 厳重に包装した上、紅茶のカンに入れてあるので、
この部屋をのぞき看する人がいても正体はわか
らないでしょう。

– めったに普通の家庭にある物ではないでしょうね。
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@nifty射覆の課式
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@nifty射覆の正解

• 正解：褐簾石（放射性の鉱物）

• 発用天将：太陰→鉱物

• 発用官鬼→毒物

• 発用大吉（丑）自体は死

– 砕けている、ないし小さいものが分散

• 退歩→徐々に弱くなる

• 寅月に日干癸は休

– 発用大吉（丑）の色は赤

– 辰上神功曹（寅）の色は黒

北斗柄
テキスト注釈
射覆コンテストの結果は、九星で占ったKENさんの「放射線か何かを発する鉱物」が当り。

北斗柄
テキスト注釈
玄珠説では太陰は鉱物でも結晶になっているもの。

http://www.the-fortuneteller.com/PNG/katsurenseki.jpg
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六壬における色の推測法

• 日干の月令における
旺相
– 旺：本色、相：児色、
休：母色、囚：鬼色、
死：妻色

• 射覆以外の分野でも
適用可能 赤黄白青黒水

青赤黄黒白金

黒青赤白黄土

白黒青黄赤火

黄白黒赤青木

死囚休相旺
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